
中国環境セミナー 

「中国の電子製品環境規制の最新動向とその対応」 
 

 

 

 

 

【主催】 株式会社チェイス・チャイナ（http://chasechina.jp） 

【日時】 2017年 3月28日（火）14：00～16：30 ※13：30開場 

【会場】 横浜情報文化センター7階大会議室 横浜市中区日本大通 11番地（http://www.idec.or.jp/shisetsu/jouhou/access.php） 

（JR・関内駅から徒歩 10分、みなとみらい線・日本大通り駅から徒歩 0分） 

【費用・1名様】※定員数 20名程度 

一般：10,000 円（税込） 優待（チェイス購読者・MCH会員・講師紹介）：8,000 円（税込） 

資料のみ：8,000 円（税込） 

【講師プロフィール】 

日中環境協力支援センター有限会社 取締役  

北京大野木環境コンサルティング有限公司 社長 大野木昇司氏 

72年生。95年、京都大学工学部衛生工学科卒業。98年、京都大学大学院エネルギー科学研究科修士課程修了、同年中国

留学開始。02 年、北京大学環境学院修士課程修了。 

天津日中大学院専任講師、国土環境㈱北京事務所技術渉外主任、社団法人海外環境協力センター客員研究員を歴任した後、

05年に日中環境協力支援センター有限会社を設立し、取締役社長に就任。 

立命館大学、桜美林大学、北奈良先端技術大学院大学客員研究員。その他、北京和僑会顧問、中国環境雑誌（3社）編集

委員。東京商工会議所 中小企業国際展開アドバイザー 福岡アジアビジネスセンター 対中環境ビジネスアドバイザー 

【プログラム】 

１．中国の環境法令・標準制度概要 

・中国環境規制の強化 

・激変する中国標準制度 

・最近の環境管理制度の概要と留意点 

 

２．中国エコラベル制度とその統合方針 

・中国の各種エコラベル制度 

・政府グリーン調達制度 

・グリーン製品ラベルへの統合の方針 

３．中国版WEEE の最新動向 

・中国版WEEE制度の概要 

・中国版WEEE制度の最新動向 

 

４．中国版RoHS2.0 の最新動向 

・中国版RoHS2.0 制度の概要 

・中国版RoHS2.0 制度の最新動向 

 

 

５．その他 

・拡大生産者責任制度の普及 

・有毒有害物質の代替制度 

 

※本プログラムは最新情報を盛り込むために一部予告

なく変更する場合がございます。予めご了承ください。 

お申込み方法： Fax: 045-315-4946 Email: info@chasechina.jp（担当:横幕、杉山） 

【注意事項】 費用のお支払いは事前のお振込みとなります。お支払いいただいた費用につきましては、原則返金いたしませんので、何卒ご協力をお

願いします。諸事情により出席ができなくなった場合は、代理の方の出席をお願いいたします。 

 

株式会社チェイス・チャイナ Tel（Fax共通）: 045-315-4946 E-mail：info@chasechina.jp（担当：横幕、杉山） 

住所  

会社名  電話  

参加者氏名  E メール  

日系メーカーにも大きく影響する、環境・省エネラベル制度の変更やグリーン製品ラベルへの統合方針、中国
RoHS2.0 の合格評定制度と対象品目リストといった中国の環境保護政策。 
本セミナーでは、中国環境問題のスペシャリスト、日中環境協力支援センター代表の大野木氏を講師にお迎えし、最

新の中国環境規制の動向とその対応について、付加価値の高い情報を提供いたします。 

～中国RoHS2.0、WEEE、大統合に向かうエコラベル制度等～ 


